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私たちの未来を豊かにする「明治」の価値
一緒に残し、伝えていきませんか
歴史的建造物を中心とした「明治時代からの贈り物」を未来へ残し続けるためには、
多くの資金が必要です。明治村事業へのご支援をお願いします。

・ 本物の価値を残し、未来へ伝えるための展示建造物の維持・保存修理
・ 本物の価値を残し、未来へ伝えるための歴史資料の維持・保存修理
・ 未来の指針となる明治時代の価値を伝えるための展示（常設展及び企画展）
・ 明治時代製造の蒸気機関車及び京都市電の動態展示
・ 博物館明治村の事業全般

ご支援の内容

1回3,000円からご支援いただけます（マンスリーサポーターは月額1,000円から）
公益財団法人明治村へのご寄付は一定の「税制控除対象」となります。

明治村みらい基金へのご寄付は、以下の方法で行うことができます。

・ クレジットカード
・ 金融機関からの振込
・ ゆうちょ銀行からの払込

ご寄付の方法

詳しくは博物館明治村公式サイト内
「明治村みらい基金」をご覧ください。
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図2　矩形図

写真4　屋根木賊葺　修理前写真5　屋根木賊葺　修理後
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清
水
医
院
は
中
山
道
木
曽
路
の
妻
籠
と
木
曽
福
島

の
中
程
、
J
R
中
央
本
線
の
須
原
駅
に
近
い
と
こ
ろ

に
あ
っ
た（
写
真
1
）。
建
築
様
式
か
ら
見
て
明
治
三
十

い
る
の
は
、
屋
根
の
工
法
と
意
匠
の
た
め
だ
ろ
う
。
屋

根
は
切
妻
造
平
入
り
で
、
主
屋
は
木と
く
さ賊

葺
、
袖
壁
と
裏

側
の
庇
は
柿こ

け
ら葺
で
あ
る（
図
2
・
註
一
）。

　

移
築
か
ら
時
が
経
ち
、
風
蝕
や
腐
朽
防
止
の
た
め
に

入
れ
て
あ
っ
た
葺
込
銅
板
の
脱
落
な
ど
の
破
損
が
著

し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
一
八
年
に
杉
の
手
割
板

で
、木
賊
、柿
と
も
全
面
葺
替
工
事
が
行
わ
れ
た（
写
真
4
、

5
）。
山
村
住
居
で
は
伝
統
的
に
、
薄
板
石
置
き
屋
根
が

多
く
見
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
と
く
に
清
水
医
院
の
木
賊

葺
は
、
洋
風
の
正
面
の
意
匠
に
負
け
な
い
重
厚
感
を
醸

成
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
妻
面
に
は
堰せ

き

萱が
や

と
呼
ぶ

平
葺
板
と
は
異
な
る
特
殊
な
変
形
加
工
材
を
使
用
し

て
お
り
、
葺
板
の
中
程
の
縁
を
凹
形
に
切
り
落
と
し
、

凹
形
の
へ
こ
み
を
斜
め
に
ず
ら
し
な
が
ら
連
続
し
て

葺
き
重
ね
て
い
る（
写
真
3
）。
水
抜
き
穴
の
よ
う
な
空
洞

が
、
木
賊
葺
の
厚
い
妻
面
に
軽
快
感
を
生
み
出
し
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
る
。

◉
平
面
と
内
部
意
匠

　

二
階
建
て
で
あ
る
が
一
階
平
面
は
、
通
り
土
間
に

食く
い

違ち
が

い
四よ

ま

ど
間
取
り
と
な
っ
て
い
る（
図
３
）。
農
村
住
宅

に
お
け
る
平
面
形
式
の
発
展
は
近
畿
圏
と
江
戸
周
辺

で
は
異
な
り
、
山
村
で
は
か
な
り
遅
れ
た
り
、
小
規
模

な
も
の
に
な
っ
た
り
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
土
地
持
ち

の
独
立
自
営
農
民
が
広
間
型
平
面
の
民
家
を
持
つ
の

は
早
い
地
域
で
は
江
戸
中
期
か
ら
で
、
食
違
い
四
間

取
り
か
ら
、
幕
末
期
に
な
る
と
、
整
形
間
取
り
へ
と
階

層
も
地
域
も
広
げ
な
が
ら
波
及
し
て
い
く
よ
う
に
な

る
。
明
治
期
の
宿
場
町
の
町
屋
形
式
の
民
家
と
い
え

ど
も
、
こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
傾
向
か
ら
無
縁
で
は
な

く
、
多
か
れ
少
な
か
れ
全
国
的
な
民
家
の
発
展
形
式
の

影
響
を
受
け
な
が
ら
、
か
な
り
遅
れ
て
各
々
が
地
域
の

民
家
文
化
圏
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し

ろ
清
水
医
院
は
、
農
村
の
民
家
形
式
を
医
院
と
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
通
り
庭
に
続
く
バ
ッ
グ
ヤ
ー
ド
や
居
住

ス
ペ
ー
ス
と
な
る
離
れ
な
ど
を
前
提
と
し
て
建
て
ら

れ
た
。
こ
の
こ
と
は
次
節
で
取
り
上
げ
る
と
し
て
、
一

階
部
分
の
特
徴
は
、
土
間
か
ら
上
が
っ
た
待
合
室
の
襖

に
、「
精
神
不
運
則
愚　

血
脈
不
運
則
病
」（
写
真
6
）と
漢

詩
か
ら
拝
借
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
養
生
訓
を
大
書

に
し
て
い
る
こ
と
に
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
し
つ
つ
も
、

そ
の
大
胆
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
調
剤
室
と
待
合
室
の

境
に
は
薬
棚
を
置
き（
註
二
）、
調
剤
室
に
は
二
階
へ
の
登

り
階
段
口
が
あ
っ
た（
写
真
7
）。

　

二
階
は
広
い
階
段
口
を
挟
ん
で
二
間
×
三
間
の

十
二
畳
に
違
い
棚
、
床
の
間
、
飾
り
棚
を
組
み
込
ん
だ

写真1　解体時の清水医院（右手手前）と中山道の様子

ハ
イ
カ
ラ
な
、と
い
う
よ
り

か
な
り
特
異
な
意
匠

一

写真2　正面外観

（
一
八
九
七
）年
代
の
創
建
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
四
十
七（
一
九
七
二
）年
の
解
体
時
に
は
、
特
に
一
階

部
分
が
か
な
り
改
造
さ
れ
て
い
た
が
、
痕
跡
調
査
等
を

も
と
に
、
ほ
ぼ
創
建
時
の
姿（
写
真
2
）が
復
原
さ
れ
て
い

る
。
中
山
道
沿
い
の
宿
場
町
の
妻
籠
や
馬
籠
の
伝
統

的
木
造
町
屋
か
ら
比
較
、
想
像
す
る
と
、
白
壁
に
ア
ー

チ
型
の
開
口
部
が
連
続
す
る
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
立
面

構
成
は
、
き
わ
め
て
ハ
イ
カ
ラ
な
洋
風
建
築
に
見
え

る
。
山
里
の
古
い
宿
場
町
に
こ
れ
だ
け
の
建
築
が
突

然
出
現
し
た
の
だ
か
ら
、
か
な
り
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
た
に
違
い
な
い
。
一
体
ど
ん
な
建
築
な
の
か
、
こ
の

建
物
を
建
て
た
人
物
は
誰
か
。
当
時
、
中
山
道
で
こ
の

建
物
を
見
た
人
で
な
く
と
も
、
こ
の
建
物
の
背
景
を
深

掘
り
し
た
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

◉
外
観

　

木
造
漆
喰
塗
、
軒
裏
ま
で
塗
り
籠
め
て
大

壁
造
と
し
、
石
積
風
の
目
地
を
切
り
、
隅
柱

の
柱
型
と
ア
ー
チ
型
開
口
部
回
り
と
窓
台

を
洗
出
し
仕
上
と
し
、
一
階
と
二
階
の
胴
蛇

腹
に
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
を
入
れ
て
石
造
建

築
風
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ー
チ
型

に
し
た
洋
風
窓
は
上
げ
下
げ
窓
や
開
き
窓

が
通
常
で
あ
る
が
、
引
き
分
け
戸
と
な
っ
て

い
て
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
内
部
に
入
っ
た
者

を
驚
か
せ
て
い
る
。
正
面
の
意
匠
に
は
、
腰

回
り
の
四
半
敷
状
目
地
が
海な

ま
こ鼠

壁
風
に
見

え
な
く
も
な
い
が
、
あ
ま
り
和
の
要
素
は
使

わ
れ
て
い
な
い
。
日
本
の
伝
統
的
工
法
を

用
い
、
洋
風
意
匠
を
取
り
入
れ
、
新
し
い
時

代
へ
の
意
欲
を
表
現
す
る
手
法
は
、
強
い
て

言
え
ば
擬
洋
風
で
あ
る
が
、
文
明
開
化
期
を

過
ぎ
る
と
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
清

水
医
院
の
正
面
の
意
匠
に
は
、
洋
風
へ
の
憧

れ
と
と
も
に
何
か
し
ら
禁
欲
性
を
感
じ
さ

せ
る
。
入
口
左
側
に
は
、
取
っ
て
つ
け
た
よ

う
に
日
本
の
伝
統
的
な
七
宝
文
の
目
地
を

腰
壁
に
つ
け
た
袖
壁
が
あ
る（
図
1
）。
こ
れ

は
古
写
真
か
ら
復
原
さ
れ
た
。

◉
屋
根

　

外
観
の
全
体
が
、
禁
欲
的
で
、
プ
レ
ー
ン
。

し
か
し
ど
こ
か
新
し
い
印
象
を
作
り
出
し
て

図3　1階平面図

図１　正面立面図

写真3　屋根木賊葺堰萱　修理後

写真6　通り庭から襖に養生訓が大書された待合室。その奥の調剤室と土間境の漆喰
壁には二つの投薬口が設けられ、薬を受け取る人は上り端に腰かけて待っていたようだ。

写
真
7
　
調
剤
室
と
二
階
へ
の
登
り
階
段

中山道木曽路、
須原の清水医院と
医師半治郎の生涯

明治村の建築に視る日本近代青春群像物語〈十六〉

館長 中川 武
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註
一

板
葺
屋
根
は
切
板
を
重
ね
、
ず
ら
し
な
が
ら
葺
き
重
ね
て
い
く

が
、
板
厚
の
薄
い
も
の
か
ら
柿
、
木
賊
、
橡と

ち

葺
き
と
呼
ぶ
。
木
賊

は
通
常
一
分
五
厘
か
ら
ニ
分
厚
の
も
の
を
い
う
が
、
清
水
医
院

は
ニ
分（
約
六
ミ
リ
）の
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
。

註
二

薬
棚
お
よ
び
薬
瓶
な
ど
は
東
京
・
小
石
川
の
遠
藤
医
院
の
も
の
。

註
三

島
崎
藤
村　

一
九
二
七
年　
『
嵐
』　

新
潮
社　

註
四
『
夜
明
け
前
』の
主
人
公
・
青
山
半
蔵
は
実
父
・
正
樹
が
モ
デ
ル
と

さ
れ
て
い
る
。

主
な
参
考
文
献

博
物
館
明
治
村　

二
〇
一
九
年　
『
明
治
村
だ
よ
り
』　

九
十
五

号
、九
十
七
号

数
寄
屋
風
の
座
敷
が
あ
り（
図
４
）、
床
前
の
天
井
を
高

く
し
て
小
壁
に
、雲
龍
、富
士
山
、松
林
が
軽
や
か
に
図

案
化
さ
れ
た
左
官
板
絵
が
建
て
込
ま
れ（
写
真
8
）、
襖
に

は
、桔
梗
、鳳
凰
、蝶
、唐
草
、波
千
鳥
の
モ
チ
ー
フ
が
巧

み
に
配
さ
れ
て
い
る
。
漢
方
薬
、慶
事
、不
老
長
寿
、生

命
力
、繁
栄
、家
内
安
全
、目
標
達
成
な
ど
な
ど
吉
祥
モ

チ
ー
フ
が
さ
り
げ
な
く
、
し
か
し
こ
れ
で
も
か
、
と
い

う
く
ら
い
に
至
る
と
こ
ろ
に
散
り
ば
め
て
あ
る
。
意

匠
の
達
人
を
こ
こ
に
見
る
思
い
で
あ
る
。

に
等
し
い
若
年
医
師
が
、医
学
の
専
門
知
識
を
越
え
た
教

養
の
深
さ
と
単
な
る
和
洋
折
衷
様
式
に
と
ど
ま
ら
な
い

セ
ン
ス
の
良
さ
で
、患
い
人
や
地
域
の
迷
え
る
人
々
に
明

る
い
想
い
を
届
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
清
水
医
院
の
正

面
意
匠
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

清
水
医
院
に
つ
い
て
想
う
と
き
、
避
け
て
通
れ
な
い

の
が
、
島
崎
藤
村
と
の
関
係
で
あ
る
。
藤
村
の
短
編
小

説『
あ
る
女
の
生
涯
』（
註
三
）の
ヒ
ロ
イ
ン
・
お
げ
ん
は
藤

村
の
長
姉
・
園
子
が
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
。
お
げ

ん
は
木
曽
福
島
の
旧
家
に
嫁
ぎ
、
不
肖
の
亭
主
の
た
め

に
、
心
身
を
病
み
、
親
子
と
も
ど
も
苦
労
を
強
い
ら
れ

た
。
婚
家
に
て
一
時
小
康
を
得
て
い

た
頃
、
書
生
と
し
て
同
居
し
て
い
た

の
が
後
に
須
原
で
開
業
す
る
こ
と

に
な
る
蜂
谷
医
院
の
医
師
で
あ
っ

た
。
お
げ
ん
は
保
養
を
兼
ね
て
し
ば

ら
く
蜂
谷
医
院
に
滞
在
す
る
。

「
蜂
谷
は
山
家
の
人
に
し
て
も
め
ず

ら
し
い
ほ
ど
長
く
延
ば
し
た
鬚
を
、

自
分
の
懐
中
に
仕
舞
う
よ
う
に
し

て
」と
か「
お
げ
ん
は
病
室
風
の
長

い
廊
下
の
と
こ
ろ
に
居
て
、
…（
中

略
）…
そ
こ
へ
院
長
蜂
谷
が
庭
づ
た
い
に
歩
い
て
来

て
、
お
げ
ん
を
慰
め
顔
に
廊
下
の
と
こ
ろ
へ
腰
掛
け

た
。」

　

こ
の
よ
う
な
描
写
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に

伝
来
し
て
い
る
半
治
郎
の
肖
像
で
あ
り
、
子
孫
の
方
か

ら
伝
聞
し
た
清
水
医
院
周
辺
の
建
物
の
様
子
そ
の
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
蜂
谷
医
院
は
清
水
医
院
を
モ
デ
ル
と

し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
お
げ
ん

の
病
院
内
で
の
振
舞
の
描
写
は
、
後
の
東
京
で
の
養
生

や
精
神
病
院
の
く
だ
り
に
も
出
て
く
る
の
で
、
藤
村
も

清
水
医
院
を
訪
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う

の
は
お
げ
ん
が
婚
家
か
ら
蜂
谷
医
院
を
訪
れ
た
時
、
自

分
の
生
ま
れ
た
村
か
ら
近
い
の
で
ホ
ッ
と
す
る
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
は
園
子
、そ
し
て
藤
村
の
印
象

で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

藤
村
は『
夜
明
け
前
』の
主
人
公
・
青
山
半
蔵
を
通
し

て
、
封
建
的
桎し

っ
こ
く梏
と
貧
困
と
精
神
障
害
に
苦
し
み
な
が

ら
も
、
魂
が
叫
ぶ
よ
う
に
生
き
た
実
父
・
正
樹（
註
四
）も
、

園
子
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
も
片
時
も
忘
れ
な

い
こ
と
を
誓
っ
た
。
清
水
半
治
郎
は
、
藤
村
と
同
じ
ふ

る
さ
と
で
、
藤
村
が
揺
れ
動
く
精
神
の
中
で
な
お
消
え

る
こ
と
の
な
い
何
か
を
求
め
続
け
た
よ
う
に
、
彼
も
ま

た
医
家
と
し
て
生
き
る
決
意
の
中
に
、
多
く
の
も
の
に

気
を
配
り
、
あ
き
ら
め
な
い
魂
の
姿
を
心
に
と
め
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
が
あ
の
長
い
髭
で
あ
り
、
清

水
医
院
の
内
外
の
意
匠
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

図4　2階平面図

図5　解体時の清水医院と周辺の建物配置図

　

清
水
医
院
を
建
て
た
と
考
え
ら
れ
る
清
水
半
治
郎
の

子
孫
の
ご
一
行
が
、清
水
医
院
の
修
理
工
事
竣
工
の
後
、

見
学
の
た
め
来
村
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
解
体
移
築
前
の

医
院
の
状
況
や
周
辺
の
建
物
配
置
の
様
子
を
伺
う
こ
と

が
で
き
た
。
特
に
、
一
階
通
り
庭
の
奥
に
は
、
手
術
室
、

主
屋
、離
れ
、蔵
、病
棟
、庭
、畑
な
ど
の
お
お
よ
そ
の
配

置
と
規
模
の
概
略
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
清
水
医

院
の
佇
ま
い
の
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
施
設
と
生
活
が

あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
俄
然
リ
ア
リ
テ
ィ
が
立
ち

上
が
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る（
図
5
）。

　

そ
れ
に
し
て
も
清
水
医
院
の
内
、
外
の
意
匠
を
生
み

出
し
た
の
は
ど
ん
な
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

髪
と
髭
を
長
く
伸
ば
し
、
和
服
を
着
た
清
水
半
治
郎
の

写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
が（
写
真
９
）、
こ
の
人
は
一
体
何

を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

清
水
半
治
郎
は
東
京
で
医
学
を
学
び
、須
原
に
帰
っ
て

開
業
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
い
く
ら
宿
場

町
と
は
い
え
、名
古
屋
か
ら
須
原
ま
で
の
鉄
道
の
開
通
が

明
治
四
十
二
年
で
、中
央
線
の
全
通
が
明
治
四
十
四
年
で

あ
る
。
明
治
三
十
年
代
に
、ま
だ
一
介
の
医
学
生
上
が
り

写真9　蔵の前での集合写真(前列向かって右から二人目が半治郎氏)

医
師
半
治
郎
の

驚
く
べ
き
生
涯
と

彼
の
目
指
し
た
も
の

二

写
真
8
　
二
階
座
敷
飾
棚
を
見
る重陽の節供の飾り付けを実施

明治天皇御料車・昭憲皇太后御料車
内部特別公開

「儀装車」特別公開 燈台記念日特別企画「品川燈台」特別公開・関連
イベント実施

「第8回明治村少年剣道大会」を
「第四高等学校武術道場『無声堂』」にて開催
併せて、「無声堂」内に新しく展示パネルを設置　9月9日の重陽の節供にあわせ、村内各

所に重陽の節供に関する掛軸や菊などの
花を設えました。今年は西園寺公望別邸
「坐漁荘」の縁側に、重陽の節供の行事
の一つ「着せ綿」をイメージしたアレンジメン
トとオリジナルの菊の香りの香を焚き、お客
様をお迎えしました。

　鉄道局新橋工場の明治天
皇御料車（1910年製造）、昭憲
皇太后御料車（1902年製造）
内部を6年ぶりに公開しました。
　また、皇室の特別な儀式の際
に使用される「儀装車」（写真）も
10年ぶりに公開しました。今回
初めて内部をご覧いただけるよ
うにしました。

　11/1の「燈台記念日」に合わせ、
品川燈台内部を公開しました。ま
た、北里研究所本館・医学館では
第四管区海上保安本部による「灯
台と海図の歴史展示」の開催や中
日海洋少年団による手旗信号の実
演を札幌電話交換局前と品川燈
台前の広場にて披露し、イベントを
盛り上げました。

　今回8回を数える「明治村少年剣道大
会」は全国から選抜された剣道道場の20
チームが競い合いました。
　また、展示充実のため、無声堂に関する
解説パネルや、かつて26年間にわたって開
催された「明治村剣道大会」、壁面に掲出
している当時の在籍者の名札についての
パネルも設置しました。

▶2024.10-11

5~27
10

2~17
11

2～4
11

12～27
10

27
10

明治時代風「オリジナル
ドレス」を着て記念撮影!

帝国ホテル中央玄関修理現場
見学会

明治村古墳特別公開 ※雨天中止

日本各地の門松・しめ縄めぐり 書き初め道場 新春マジックショー日本の遊び体験コンサートにミサ、
村内各所に飾りつけを行います。

文豪たちの作品から彼らの思いや人物像を紐解こう！
秘められた“しあわせ”が見えてくる！？

おみくじや
正月を彩るイベントを
行います。

１/2（木）～31日（金） ※休村日を除く
門松は13日（月・祝）まで

2/1（土）・8（土） 2/2（日）・9（日）

1/2（木）・３（金） １/４（土）・５（日）１/2（木）～5（日）

修理工事中の「帝国ホテル中央
玄関」を特別にご案内します。

専門家による解説と、非公開の
石室内をご覧いただける貴重
な機会です。

「オリジナルドレス」を期間限定で貸し出しします。
華やかな衣装に身を包み、ご自身のカメラやスマー
トフォン等で記念撮影をお楽しみください。

各イベントの詳細は、明治村公式ホームページをご覧ください。

明治偉人隊のかるた大会
１/４（土）・５（日）
※出演者は予告なく変更する場合がございます。

コンサートにミサ、コンサートにミサ、
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士
官
室
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
最
も
東

側
に
位
置
し
て
い
る
部

屋
は
内
務
班
を
復
原
し

た
も
の
で
す（
図
1
・
写
真

2
）。
内
務
班
と
は
、
一

般
の
兵
士
が
生
活
を
す

る
場
で
、
道
具
の
置
き

方
か
ら
生
活
の
仕
方
ま

で
細
か
く
規
則
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
明

治
村
で
は
、
こ
の
部
屋

の
一
部
を
資
料
に
基
づ

き
再
現
し
て
い
ま
す
。

藁
布
団
が
敷
か
れ
た
寝

台
は
、「
人
員
検
査
済
ノ
後
各
室
ヲ
掃
除
シ
敷
布

並
ニ
毛
布
ヲ
振
ヒ
叮
嚀
ニ
畳
ミ
寝
臺
ノ
上
ニ
置

キ（
註
一
）」と
書
か
れ
て
い
る
通
り
、
丁
寧
に
ベ
ッ

ド
メ
ー
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
様
子
を
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
顔
及
ヒ
髪
ヲ
洗
ヒ
身
ヲ

清
メ
然
ル
後
武
器
及
ヒ
被
服
ヲ
整
頓
ス
ヘ
シ（
註

一
）」と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
生
活
規
範
を
整
え
る

方
針
は
陸
軍
省
で
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　

壁
に
沿
っ
て
設
え
ら
れ
た
棚
の
上
に
は
、
木

箱
や
背
嚢の

う

、
布
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
木
箱
は

「
手
箱
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
私
物
を
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た（
写
真
3
）。
背
嚢
は
、
食
糧
、

弾
薬
、
下
着
、
生
活
用
品
を
入
れ
て
背
負
う
鞄

で
、「
棚
ノ
上
ニ
置
キ
附
属
具
ハ
紛
失
セ
サ
ル
様

属
具
袋
ニ
納
ム
ヘ
シ（
註
二
）」と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
布
は
被
服
包
で
、夏
季
は
冬
物
を
、冬
季
は

　

村
内
の
ほ
ぼ
中
央
、
四
丁
目
か
ら
北
も
南

も
よ
く
見
通
せ
る
よ
う
な
高
台
に
建
て
ら

れ
て
い
る
の
は
歩
兵
第
六
聯
隊
兵
舎
（
写
真
1
）

で
す
。
歩
兵
第
六
聯
隊
と
は
、
名
古
屋
に
置

か
れ
て
い
た
東
京
鎮

台
第
三
分
営
と
い

う
軍
隊
が
、
明
治
六

（
一
八
七
三
）
年
に

名
古
屋
鎮
台
に
昇
格

し
た
時
に
新
し
く
編

成
さ
れ
た
部
隊
で
、

兵
舎
は
名
古
屋
城
内

に
置
か
れ
ま
し
た
。

明
治
村
に
は
、
兵
舎

の
う
ち
一
棟
が
、
当

時
の
約
三
分
の
二
に

切
り
縮
め
ら
れ
た
状

態
で
移
築
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
廊
下
を
挟

ん
で
中
隊
長
室
、
下

夏
物
を
重
ね
て
包
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

を
積
み
重
ね
る
順
序
に
つ
い
て
も
厳
し
く
定
め

ら
れ
て
い
ま
し
た（
図
2
）。

　

棚
の
下
に
は
、飯は

ん
ご
う盒（

註
三
）、麻
袋
、雑ざ

つ
の
う囊
、弾だ

ん
や
く
ご
う

薬
盒

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
荷
物
が
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
腰
回
り
に
身
に
着
け
て
お
く
も
の
や
、
よ

く
使
う
日
用
品
な
ど
は
こ
の
よ
う
に
す
ぐ
手
の

届
く
と
こ
ろ
に
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
展
示
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
兵
士
の

荷
物
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
棚
の
上
に
は

さ
ら
に
巻ま

き

脚き
ゃ

絆は
ん（
巻
き
ゲ
ー
ト
ル
）、手
旗
、小
十

字
鍬く

わ（
鶴つ

る
は
し嘴

）、
小
十
字
鍬す

き
え柄

、
小
円え

ん

匙ぴ
（
ス
コ
ッ

プ
）な
ど
も
備
え
ら
れ
て
い
た
と
記
載
さ
れ
て
い

る
の
に
加
え
て
、
背
囊
の
中
の
荷
物
、
寝
台
や
手

箱
へ
の
記
名
な
ど
資
料
ど
お
り
に
は
復
原
で
き

て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
実
際
に
室
内
に

は
、か
な
り
多
く
の
荷
物
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

ま
す
が
、室
内
の
整
然
と
し
た
雰
囲
気
か
ら
整
理

整
頓
の
厳
し
さ
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
ま
で
厳
し
く
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、躾
の
た

め
だ
け
で
は
な
く
、誰
も
が
同
じ
よ
う
に
置
い
て

お
く
こ
と
で
有
事
の
際
に
迅
速
に
準
備
を
す
る

た
め
で
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
の

回
り
の
整
理
整
頓
の
徹
底
か
ら
厳
し
く
叩
き
あ

げ
ら
れ
た
兵
士
た
ち
も
、近
代
日
本
の
国
づ
く
り

の
一
端
を
担
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

註
一 	

『
歩
兵
内
務
書
第
三
版
』第
九
章　

下
士
及
ヒ
兵
卒
室
内

起
居
ノ
定
則
に
よ
る
。『
歩
兵
第
六
聯
隊
歴
史
』に
は
、

服
の
順
序
な
ど
、
そ
の
具
体
的
な
規
則
が
図
示
さ
れ
て

い
る（
図
２
）。

註
二　
『
歩
兵
内
務
書
第
三
版
』第
十
章　

下
士
及
ヒ
兵
卒
室

内
物
品
装
置
ノ
定
則
に
よ
る
。

註
三　
『
歩
兵
第
六
聯
隊
歴
史
』で
は
、
棚
の
上
に
置
く
と
さ
れ

て
い
る
。
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写真３　手箱図２　兵士の身の回り品『歩兵第六聯隊歴史』より

写真２　内務班の様子

図
１　

1
階
部
分
平
面
図 内務班内務班

中隊長室中隊長室

見
習
士
官
室

見
習
士
官
室

事務室事務室
下
士
官
室

下
士
官
室

	 4丁目36番地	歩兵第六聯隊兵舎

徹底された整理整頓！
兵士の生活スペース

「内務班」

写真１　歩兵第六聯隊兵舎

上
げ
材
料
は
す
べ
て
再
用
を
目

的
と
し
て
は
ず
し
た
が
、
構
造
材

は
大
半
を
現
地
に
残
す
こ
と
と
し

て
い
た
。
た
だ
、
大
屋
根
の
棰た

る
きの

見
本
、
ド
ー
マ
ー
・
ウ
ィ
ン
ド
ー

の
構
造
、
外
壁
軸
組
の
一
部
は
、

大
型
コ
ン
テ
ナ
に
入
り
得
る
程

度
に
大
き
く
切
り
取
っ
て
輸
送

す
る
こ
と
と
し
て
工
事
を
進
め

た
。（
註
一
）」と
あ
り
、
今
回
取
り

上
げ
る
開
口
部
は
、
ド
ー
マ
ー
・

ウ
ィ
ン
ド
ー
と
認
識
し
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ド
ー
マ
ー
・
ウ
ィ
ン
ド
ー
と

は
、
屋
根
窓
と
訳
さ
れ
る
屋
根
裏

を
採
光
す
る
た
め
に
屋
根
面
か

ら
垂
直
に
突
出
し
て
取
付
け
ら

れ
て
い
る
窓
で
、
開
閉
可
能
な
ガ
ラ
ス
窓
を
設

け
、
採
光
を
妨
げ
な
い
よ
う
な
屋
根
を
架
け
て

い
る
も
の
で
す
。
今
回
の
開
口
部
を
み
る
と
、

垂
直
に
突
出
し
て
い
る
点
は
ド
ー
マ
ー
・
ウ
ィ

ン
ド
ー
の
特
徴
と
一
致
し
て
い
ま
す
が
、
開
口

部
に
は
縦
格
子
が
は
め
込
ま
れ
、
屋
根
が
採
光

を
妨
げ
る
よ
う
に
架
け
ら
れ
て
い
る
点
は
ド
ー

マ
ー
・
ウ
ィ
ン
ド
ー
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
北
西
部
の
住
宅
研
究
に
よ
る
と
、シ

ア
ト
ル
市
域
は
温
暖
で
湿
気
が
少
な
い
気
候
で

あ
る
た
め
、
住
宅
建
設
の
際
に
風
通
し
を
重
視
し

て
い
な
い
こ
と
、
多
く
の
住
宅
は
木
造
2ツー
バ
イ
フ
ォ
ー

×
4

と
い
う
簡
素
化
さ
れ
た
工
法
で
住
宅
が
建
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

住
宅
の
外
観
は「
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
」と

い
う
箱
の
よ
う
な
外
観
と
単
純
型
が
特
徴
の
住

宅
に
分
類
さ
れ（
註
二
）、
西
川
加
禰
氏
は「
こ
の
よ

う
な
コ
ン
パ
ク
ト
で
箱
型
を
し
た
住
宅
は
、
一

方
で
都
市
化
す
る
に
つ
れ
て
狭
く
な
っ
た
四
〇

〜
五
〇
フ
ィ
ー
ト（
註
三
）
巾
の
敷
地
に
大
変
有
効

な
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
も
一
般
的
に
広
く
普
及

す
る
こ
と
に
も
な
っ
た（
註
四
）」と
指
摘
し
て
い

ま
す
。
一
九
〇
〇
年
代
前
半
の
シ
ア
ト
ル
は
人

口
が
急
速
に
増
え
た
時
期
で
あ
り
、
住
宅
の
建

設
が
急
務
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、ク
ラ
シ
ッ

ク
・
ボ
ッ
ク
ス
は
量
産
化
さ
れ
建
売
り
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
実
際
、
シ
ア
ト
ル
日
系
福

音
教
会
の
幅
は
約
九
・
七
メ
ー
ト
ル
で
、
西
川
氏

が
指
摘
し
た
敷
地
幅
に
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、解
体
時
の
写
真
に
は
、左
右
を
反
転

さ
せ
た
住
宅
が
あ
り
、
現
代
に
み
る
建
売
り
住

宅
を
連
想
さ
せ
ま
す（
写
真
2
、3
）。

　

ま
た
西
川
氏
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
の

基
本
タ
イ
プ
はF.L

.W
right

が
イ
リ
ノ
イ
州

に
建
て
たW

.H
.W
inslow

邸
と
も
指
摘
し
て

い
ま
す（
註
五
）。
こ
の
建
物
よ
り
シ
ア
ト
ル
日
系

福
音
教
会
は
出
窓
や
飾
り
窓
な
ど
の
数
が
少
な

く
な
っ
て
お
り
、
量
産
で
き
る
よ
う
に
簡
素
化

し
た
住
宅
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
屋
根
の

　

明
治
村
に
あ
る
シ
ア
ト
ル
日
系
福
音
教
会
は
、

一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ

ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
の
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ

た
ビ
ー
コ
ン
・
ヒ
ル
に
建
て
ら
れ
た
建
物
で
す
。

建
物
の
外
観
を
見
る
と
、玄
関
正
面
と
裏
側
の
二

箇
所
に
屋
根
か
ら

飛
び
出
し
た
開
口

部
が
確
認
で
き
ま

す（
写
真
1
）。
今
回

は
、
こ
の
開
口
部

が
何
な
の
か
に
つ

い
て
考
え
て
い
き

ま
す
。

　

ま
ず
、
明
治
村

に
残
さ
れ
て
い
る

記
録
に
よ
る
と
、

「
今
回
の
解
体
の

方
針
と
し
て
、
仕

開
口
部
は
、簡
素
化
す
る
な
か
で
も
、住
宅
の
特

徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
、
つ
ま
り
装
飾
と
し
て
こ
の

住
宅
に
残
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

註
一 	

参
考
文
献（
1
） 
八
頁
よ
り
引
用

註
二 	

参
考
文
献（
2
） 
一
七
九
項
参
照

註
三 	

一
二
・
二
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
五
・
二
メ
ー
ト
ル

註
四 	

参
考
文
献（
3
）二
五
九
〇
頁
よ
り
引
用

註
五 	

参
考
文
献（
3
）二
五
八
九
頁
よ
り
引
用

参
考
文
献

（
1
）	

西
尾
雅
敏 

一
九
八
四
年 

「
シ
ア
ト
ル
日
系
福
音
教
会

解
体
の
記
」  『
明
治
村
通
信
』一
七
二
号　

（
2
）	

西
川
加
禰　

一
九
八
一
年　
「
ア
メ
リ
カ
北
西
部
海
岸

の
住
宅
研
究
そ
の
１
、住
宅
の
種
類
と
そ
の
特
徴
」（『
日

本
建
築
学
会
中
国
・
九
州
支
部
研
究
報
告
第
5
号
』日

本
建
築
学
会
）

（
3
）	

西
川
加
禰　

一
九
八
二
年　
「
ア
メ
リ
カ
北
西
部
海
岸

地
域
の
住
宅
研
究
そ
の
５
、
伝
統
的
住
宅
の
型
別
変
遷

過
程（
Ⅰ
）」（『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集

（
東
北
）』日
本
建
築
学
会
）

4丁目38番地	シアトル日系福音教会

シアトル日系福音教会の
屋根を見上げて

写
真
1　

シ
ア
ト
ル
日
系
福
音

教
会
の
開
口
部

写
真
２　

解
体
時
の
町
な
み　

写
真
3　

同
形
の
住
宅　


